
 

辻
川
だ
よ
り 

号
外
１
号 

令
和
５
年
９
月
16
日 

辻
川
区
自
治
会
発
行 

 

歴
史
読
本 

「
民
俗
学
の
ふ
る
さ
と 

辻
川
」 

の
中
に
現
在
80
話
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
、 

100
話
完
成
で
改
訂
版
を
考
え
て
い
ま
す
。 

●
募
集
し
ま
す
！
！ 

「
私
の
昭
和
の
時
代
」 

私
が
残
し
た
い
辻
川
の
歴
史
・
・
・
辻
川
で
の
遊
び
、 

生
活
、
学
校
生
活
、
年
中
行
事
、
方
言
、
祖
父
母
や
父
母
か
ら
の
伝
承
な
ど 

・
800
～
1200
字 

・
原
稿
に
関
す
る
写
真
な
ど
の
資
料(

参
考
文
献
や
出
典) 

が
あ
れ
ば
付
け
て
く
だ
さ
い
。 

提
出
先 

区
長
宅 

    

期
限 

令
和
６
年
３
月
末 

提
出
方
法  

手
書
き
で
も
可
、
で
き
れ
ば
、
デ
ー
タ
ー
で
。 

※
提
出
さ
れ
た
「
話
」
は
「
辻
川
だ
よ
り
」
で
も
一
部
紹
介
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、 

原
稿
に
は
、
編
集
担
当
に
よ
り
、
一
部
手
を
入
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
     

    

    
 

 

私
の
昭
和
の
時
代
連
載
① 

『
田
原
小
学
校
校
歌
誕
生
物
語
』 

 

青
空
高
く 

地
は
広
く 

熊
野
の
森
の 

朝
日
影 

少
年
の
意
気 

天
を
つ
き 

若
き
理
想
は 

高
き
か
な 

わ
れ
ら
が
学
び
舎 

お
お
田
原
校 

わ
れ
ら
が
学
び
舎 

お
お
田
原
校 

 

は
る
か
彼
方
を 

指
さ
せ
ば 

市
川
の
流
れ 

水
清
く 

水
に
希
望
の 

影
浮
か
び 

少
女
の
光 

輝
け
り 

わ
れ
ら
が
学
び
舎 

お
お
田
原
校 

わ
れ
ら
が
学
び
舎 

お
お
田
原
校 

 

わ
け
行
く
道
は 

遠
け
れ
ど 

文
珠
の
人
の 

教
え
も
て 

い
ざ
や
進
ま
ん 

も
ろ
と
も
に 

開
か
ぬ
関
の 

あ
る
べ
き
や 

わ
れ
ら
が
学
び
舎 

お
お
田
原
校 

わ
れ
ら
が
学
び
舎 

お
お
田
原
校 

 

私
た
ち
が
誇
り
を
も
っ
て
歌
い
続

け
て
い
る
校
歌
は
、
八
反
田
出
身
の

中
村
健
氏
（
１
９
２
６
～
２
０
１
２
）

[

パ
リ
祭
の
男]

に
よ
る
と
、「
大
講
堂 

の
落
成
（
昭
和
１
１
年
）
と
相
前
後
し 

て
で
き
た
」
と
の
こ
と
。
作
詞
は
長
谷 

  

川
善
雄
※
１

、
作
曲
は
山
田
耕
筰
※
２

で 

あ
る
。 

中
村
氏
は
後
に
北
野
出
身
の
詩
人

「
長
谷
川
氏
の
鞄
持
ち
の
よ
う
な
立

場
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
頃
は
ま
だ

長
谷
川
善
雄
が
何
者
で
あ
る
か
知
ら

な
か
っ
た
。（
中
略
）
後
日
、
長
谷
川

氏
と
親
し
く
な
っ
た
折
、
氏
に
こ
う

い
う
こ
と
を
聞
い
て
み
た
、『
先
生
は

村
出
身
で
あ
る
か
ら
校
歌
の
作
詞
を

さ
れ
た
の
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、

大
作
曲
家
、
山
田
耕
筰
が
田
原
の
よ

う
な
片
田
舎
の
小
学
校
歌
を
作
曲
す

る
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
縁
故
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
』。
長
谷
川
氏
の

答
え
は
こ
う
で
あ
っ
た
。『（
田
原
）
村

の
人
に
頼
ま
れ
て
作
詞
は
し
た
が
、

作
曲
し
な
け
れ
ば
校
歌
に
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
村
の
人
に
作
曲
家
と
の
付

き
合
い
が
あ
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

自
分
で
然
る
べ
き
作
曲
家
を
探
さ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
幸
い
、
新
劇
の
細

川
お
ち
か
が
山
田
耕
筰
と
親
し
か
っ

た
の
で
、
お
ち
か
に
頼
ん
で
も
ら
っ

て
、
出
来
た
の
が
あ
の
校
歌
で
あ

る
』。 

長
谷
川
氏
は
大
女
優
、
細
川
ち

か
子
※
３

の
こ
と
を
〝
お
ち
か
〟
と
呼

ん
で
い
た
」。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

校
歌
が
誕
生
し
た
頃
に
、
辻
川
出

身
の
松
岡
源
之
助
氏
の
高
額
寄
付
に

よ
っ
て
建
っ
た
赤
い
屋
根
の
講
堂
は
、

田
原
尋
常
高
等
小
学
校
校
舎
の
北
側 

  

幼
児
園
地
）
に
あ
っ
た
（
写
真
）。
講

堂
は
昭
和
５
９
年
に
焼
失
し
た
が
、

源
之
助
氏
の
胸
像
は
火
災
を
免
れ
今

は
小
学
校
西
玄
関
に
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

校
歌
は
そ
の
後
、
昭
和
１
７
年
に

建
っ
た
田
原
国
民
学
校
に
、
そ
し
て

同
２
２
年
か
ら
の
田
原
小
学
校
に
歌

い
継
が
れ
て
い
る
。[

田
﨑 

正
和] 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    

※
１ 

（１
８
９
８
～
１
９
５
５
） 

 

北
野
長
谷
川
家
本
家
（歴
代
の
庄
屋
）の
出
自
。
フ

ラ
ン
ス
文
学
者
、
演
劇
研
究
家
。
戦
後
の
田
原
村
公

民
館
長
も
。 

※
２ 

（１
８
８
６
～
１
９
６
５
） 

 

作
曲
家
・
指
揮
者
。
１
９
５
６
年
文
化
勲
章
受
章
。

代
表
作
に
『
赤
と
ん
ぼ
』
『
か
ら
た
ち
の
花
』
な
ど
。

校
歌
作
曲
も
多
く
、
兵
庫
県
下
で
は
小
学
校
３
校

（近
く
は
龍
野
小
〈作
詞
三
木
露
風
〉
）、
中
学
１
校
、

高
校
４
校
（
近
く
は
姫
路
西
高
「
友
に
あ
た
う
」
〈
作

詞
阿
部
知
二
〉
な
ど
。
２
０
２
０
年
度
前
期
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

朝
ド
ラ
「
エ
ー
ル
」
で
志
村
け
ん
演
じ
る
小
山
田
耕

三
の
モ
デ
ル
。 

※
３ 

（１
９
０
５
～
１
９
７
６
） 

 

女
優
。
戦
前
１
９
３
４
年
に
は
「
新
協
劇
団
」
の
結

成
に
参
加
。
戦
後
は
「
劇
団
民
藝
」
の
中
心
女
優
と

し
て
活
躍
し
日
活
・大
映
映
画
に
も
出
演
。 

 [

参
考
・引
用
文
献] 

 

『パ
リ
祭
の
男
』 

中
村
健
（１
９
９
０
頃
） 

 

『長
谷
川
善
雄
歴
観
』 

松
岡
秀
隆
（２
０
０
８
） 

『
学
び
の
郷
』 

田
原
小
学
校
一
〇
〇
周
年
記
念
誌

（２
０
０
７
） 

  

  
新講堂輝く昭和 12 年（校歌が出来た頃）の田原尋常高等小学校 
講堂後方は辻川山、後方中央はカラタチ山、右方は日光寺山（山の木は少ない） 

松岡源之助氏胸像 
（田原小学校西玄関） 

http://jmdb.club.or.jp/person/p0131420.htm
http://jmdb.club.or.jp/person/p0131420.htm

